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町
の
水
道
事
業
の
現
状
や
取
組
を
お
知
ら
せ
し
、
よ
り
よ
い
事
業
運
営
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、「
太
子
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

（
改
定
版
）」（
令
和
６
年
３
月
策
定
）を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、水
道
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、

安
全
・
強
靭
か
つ
持
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
指
針
・
道
標
と
な
る
計
画
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ

　
　

上
下
水
道
事
業
所　

☎
２
７
７
‐
３
２
４
１

太
子
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　（
改
定
版
）
を
紹
介
し
ま
す

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
（
改
定
版
）

　
　
　
　
　
　
　
　
の
目
的
と
位
置
づ
け

　　

太
子
町
で
は
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年

度
に
「
太
子
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
・
経
営
戦
略
」

（
以
下
「
旧
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
）
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

旧
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
か
ら
５
年
が
経
過
し

て
、
国
の
施
策
や
財
政
状
況
の
変
化
、
近
年

の
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た

取
組
へ
の
対
応
が
生
じ
た
こ
と
を
背
景
に
、

旧
ビ
ジ
ョ
ン
の
計
画
期
間
で
あ
る
２
０
２
７

（
令
和
９
）
年
度
ま
で
の
上
半
期
５
年
間

（
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
）
ま
で
の
進

捗
状
況
な
ど
を
検
証
し
、
２
０
２
３
（
令
和

５
）
年
度
時
点
で
、
水
道
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
改
善
す
べ
き
点

や
引
き
継
い
で
い
く
べ
き
点
を
整
理
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
水
道
事
業
の
進
む
べ
き
方

向
性
と
施
策
を
定
め
た
「
太
子
町
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
（
改
定
版
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度

か
ら
２
０
３
３
（
令
和
15
）
年
度
の
10
年
間

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

水
需
要
の
将
来
見
通
し

■
給
水
人
口

　

太
子
町
の
人
口
は
、
近
年
、
緩
や
か
な
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
65
歳
以
上

の
人
口
が
占
め
る
割
合
は
、
徐
々
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
到

来
に
伴
い
、
人
口
は
減
少
し
て
い
く
見
通
し

で
す
。
給
水
人
口
（
水
道
に
よ
り
給
水
を
受

け
る
人
口
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
見
通
し

で
す
。
兵
庫
県
に
よ
る
推
計
（
兵
庫
県
将
来

推
計
人
口
（
２
０
１
９
））
に
基
づ
く
と
、
50 

年
後
の
太
子
町
の
給
水
人
口
は
、
現
在
の
７ 

割
程
度
に
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

■
給
水
量

　

給
水
量
に
つ
い
て
も
、
減
少
が
続
い
て
い

く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
特
に
、
給
水
量
の
大

半
を
占
め
る
生
活
用
水
量
は
、
節
水
型
機
器

の
普
及
や
節
水
意
識
の
向
上
な
ど
を
背
景
と

し
て
人
口
動
態
に
か
か
わ
ら
ず
減
少
傾
向
に

あ
る
た
め
、
今
後
の
人
口
減
少
に
よ
り
加
速

度
的
に
減
少
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

給
水
人
口
と
同
様
に
、
50
年
後
の
１
日
平
均

給
水
量
な
ど
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
７
割
程

度
に
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

　

給
水
量
が
減
少
す
る
こ
と
で
、
給
水
収
益

も
減
少
し
、
水
道
事
業
の
経
営
状
況
が
悪
化

し
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

▲水道ビジョン（改定版）の位置づけ

▲給水人口の見通し ▲行政区域内人口の実績

水
道
事
業
の
将
来
像
と

　
　
　
　
　
　
目
標
実
現
に
向
け
た
取
組

　　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の
取
組
の
共
通
目
標

と
な
る
将
来
像
は
、
旧
ビ
ジ
ョ
ン
よ
り
継
承

し
ま
し
た
。

　

将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、【
安
全
】、【
強

靭
】、【
持
続
】
の
３
つ
の
視
点
で
基
本
目
標

と
基
本
施
策
、
具
体
的
な
取
組
を
設
定
し
ま

し
た
。

  【
太
子
町
水
道
事
業
の
将
来
像
】

  

安
全
で
良
質
な
水
を
安
定
し
て

　
　
　
　    

供
給
し
続
け
る
水
道 ▲一日平均給水量・一日最大給水量の実績・予測
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投
資
・
財
政
計
画

■
更
新
需
要

　

町
の
水
道
資
産
（
構
造
物
・
設
備
、
管
路
）

を
更
新
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
費
用
（
更
新

需
要
）
に
つ
い
て
、
見
通
し
は
次
の
と
お
り
で

す
。
構
造
物
・
設
備
に
つ
い
て
は
、
特
に
老
原

浄
水
場
の
設
備
の
更
新
に
多
額
の
費
用
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
管
路
に
つ
い
て
は
、
２
０
３
０

年
代
か
ら
２
０
６
０
年
代
に
か
け
て
、
多
く
の

配
水
支
管
が
更
新
時
期
を
迎
え
る
た
め
、
多
額

の
費
用
が
必
要
と
な
る
見
通
し
で
す
。

　

構
造
物
・
設
備
お
よ
び
管
路
を
合
わ
せ

る
と
、
今
後
の
更
新
需
要
（
投
資
額
）
は

１
０
０
年
間
で
約
３
６
０
億
円
と
見
込
ま
れ

ま
す
。
特
に
、
多
く
の
配
水
支
管
が
更
新
時

期
を
迎
え
る
２
０
４
０
年
代
後
半
に
は
、
１ 

年
あ
た
り
10
億
円
近
く
の
費
用
が
必
要
で

す
。

■
財
政
計
画

●
検
討
方
針

　

更
新
需
要
を
も
と
に
、
料
金
据
置
案
（
水

道
料
金
の
改
定
を
行
わ
な
い
）
と
収
支
均
衡

案
（
水
道
料
金
の
改
定
を
行
う
）
の
２
つ
の

パ
タ
ー
ン
で
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

●
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

　

給
水
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
り
水
道
料
金

収
入
が
減
少
す
る
中
、
施
設
・
管
路
を
更
新

す
る
た
め
に
は
、
10
年
間
（
２
０
３
３
（
令

和
15
）
年
度
ま
で
）
で
毎
年
２
億
円
～
3.5
億

円
（
建
設
改
良
費
の
み
）
を
支
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

料
金
据
置
案
で
は
施
設
・
管
路
更
新
に
必

要
な
財
源
を
確
保
で
き
ず
資
金
不
足
（
損
益

が
赤
字
、
資
金
残
高
が
給
水
収
益
を
下
回
る
）

と
な
り
、
事
業
継
続
が
困
難
と
な
る
見
込
み

の
た
め
、
収
支
均
衡
案
な
ど
に
よ
り
財
源
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
今
後
10
年
間
の
財
政
見
通
し

　

◇
給
水
収
益
（
料
金
収
入
）

　

・
料
金
据
置
案
の
場
合
、
損
益
が
マ
イ
ナ

ス
（
赤
字
）
で
推
移
し
ま
す
。

　

 

・
収
支
均
衡
案
で
は
、２
０
２
５
（
令
和
７
）

年
度
と
２
０
３
０
（
令
和
12
）
年
度
に

水
道
料
金
の
改
定
を
行
っ
た
場
合
、
施

設
・
管
路
の
更
新
な
ど
を
実
施
す
る
た

め
の
資
金
を
確
保
で
き
ま
す
。

　

◇
資
金
残
高

　

・
短
期
の
資
金
繰
り
や
予
期
し
な
い
事
故

な
ど
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
運
転
資

金
の
確
保
が
必
要
で
す
。

　

・
料
金
据
置
案
で
は
、
資
金
残
高
は
減
少

を
続
け
、
２
０
３
２
（
令
和
14
）
年
度

頃
に
は
給
水
収
益
の
１
年
分
を
下
回
り

（
資
金
残
高
対
給
水
収
益
比
率
が
１
０
０
％

未
満
）十
分
な
運
転
資
金
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

・
収
支
均
衡
案
で
は
、
水
道
料
金
の
改
定

状
況
に
応
じ
て
給
水
収
益
の
約
１
７
０

～
２
４
０
％
を
持
続
的
に
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

◇
収
益
的
収
支
・
損
益

　

・
収
益
的
支
出
は
給
水
サ
ー
ビ
ス
に
必
要

　
　

な
人
件
費
、
支
払
利
息
な
ど
で
、
収
益

　
　

的
収
入
は
料
金
な
ど
の
給
水
収
益
、
受

　
　

取
利
息
な
ど
で
す
。

　

・
収
支
均
衡
案
で
は
料
金
改
定
時
に
収
益

が
改
善
し
、
損
益
が
プ
ラ
ス
（
黒
字
）

と
な
り
経
営
を
維
持
で
き
る
見
込
み
で

す
。

　

◇
資
本
的
収
支

　

・
資
本
的
支
出
は
建
設
改
良
費
や
企
業
債

（
借
入
金
）
の
償
還
金
、
資
本
的
収
入

は
企
業
債
や
補
助
金
な
ど
で
す
。

　

・
資
本
的
支
出
に
対
し
て
資
本
的
収
入
は

不
足
（
資
本
的
収
支
不
足
額
）
し
ま

す
が
、
こ
の
不
足
分
に
対
し
て
は
給
水　
　

収
益
を
原
資
と
す
る
内
部
留
保
資
金
を

充
当
し
ま
す
。

▲構造物・設備＋管路の更新需要
（１年あたり）

▲供給単価（円 /㎥）▲資金残高（億円）

▲資金残高対給水収益比率（％）

■
ま
と
め

　

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
結
果
を
も
と
に
、
今

後
10
年
間
の
投
資
・
財

政
計
画
（
収
支
均
衡
案

の
総
括
表
）
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

施
設
の
統
廃
合
を
行

う
こ
と
で
更
新
が
必
要

な
施
設
や
設
備
の
削
減

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
今
後
の
更
新

需
要
に
備
え
て
、
料
金
改

定
を
含
む
財
源
の
確
保

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
を
安
全
・

安
定
的
に
持
続
す
る
た

め
、
経
費
の
節
減
や
事
業

の
効
率
化
に
努
め
、
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
の
将
来
像
実

現
に
向
け
た
取
組
を
推

進
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

計
画
の
進
捗
管
理

　

水
道
事
業
の
将
来
像
・
目
標
の
実
現
に
向

け
た
施
策
や
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、「
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
に
よ
る
進
捗
管
理
を
行

い
ま
す
。
特
に
経
営
の
健
全
性
・
効
率
性
や

施
設
老
朽
化
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
毎

年
度
公
表
す
る
経
営
比
較
分
析
表
な
ど
を
用

い
て
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

ま
た
、
概
ね
５
年
後
に
は
、
取
組
の
進
捗

や
重
点
施
策
目
標
の
達
成
状
況
な
ど
を
検
証

し
、
必
要
に
応
じ
た
計
画
の
見
直
し
を
図
る

も
の
と
し
ま
す
。
さ
ら
に
10
年
後
に
は
、
水

道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
や
財
政
事
情
、「
太

子
町
総
合
計
画
」
な
ど
の
上
位
計
画
の
内
容
、

住
民
ニ
ー
ズ
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
全
面
的
に
見
直
す

も
の
と
し
ま
す
。

▲収益的収支、損失（億円）▲資本的収支（億円）

▲投資・財政計画（収支均衡案の総括表）


